
  

原子炉施設の安全性に関する総合評価に係る
指示文書の受領について

                                                                            平成23年7月22日
                                                                            北陸電力株式会社

　当社は、本日(７月22日)、原子力安全・保安院より指示文書「東京電力株式会社福島

第一原子力発電所における事故を踏まえた既設の発電用原子炉施設の安全性に関する総

合評価の実施について（指示）」を受領しましたので、お知らせします。

　昨日(７月21日)、原子力安全・保安院より原子力安全委員会に「東京電力株式会社福島

第一原子力発電所における事故を踏まえた既設の発電用原子炉施設の安全性に関する総合

評価に関する評価手法及び実施計画」が報告され、同委員会において了承されました。

　これを踏まえ、本日(７月22日)、原子力安全・保安院から、以下について評価を実施す

るとともに、評価結果を報告するよう指示がありました。（詳細は添付資料を参照）

１．評価対象事象

・自然現象　　　：地震、津波

・安全機能の喪失：全交流電源喪失、最終的な熱の逃がし場(最終ヒートシンク)の

喪失

２．評価実施方法等

(1) 一次評価

　安全上重要な施設・機器等について、設計上の想定を超える事象に対して、どの

程度の安全裕度が確保されているか評価する。

(2) 二次評価

　設計上の想定を超える事象の発生を仮定し、評価対象の原子力発電所が、どの程

度の事象まで燃料の重大な損傷を発生させることなく耐えることができるか、安全

裕度(耐力)を評価する。

　当社としては、今回の同院からの指示を踏まえて、志賀原子力発電所１、２号機とも、

一次評価及び二次評価を実施してまいります。

以　上

添付資料：東京電力株式会社福島第一原子力発電所における事故を踏まえた既設の発電用

原子炉施設の安全性に関する総合評価の実施について（指示）



 

 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所における事故を踏まえた 

既設の発電用原子炉施設の安全性に関する総合評価の実施について 

（指示） 

 

 

平成２３年７月６日、原子力安全委員会委員長班目春樹より経済産業大臣海江田万里に対

し、「東京電力株式会社福島第一原子力発電所における事故を踏まえた既設の発電用原子炉

施設の安全性に関する総合的評価に関する報告について」（平成２３年７月６日付け２３安

委決第７号）により、既設の発電用原子炉施設について、設計上の想定を超える外部事象に

対する頑健性に関して、総合的に評価を行うことが要請され、また、原子力委員会及び原子

力安全委員会設置法第２５条の規定に基づき、このための総合的な評価手法及び実施計画を

作成し、原子力安全委員会（以下「安全委員会」という）に対して報告するよう要請があり

ました。 

また、同月１１日には、内閣官房長官枝野幸男、経済産業大臣海江田万里及び内閣府特命

担当大臣細野豪志の連名により、「我が国原子力発電所の安全性の確認について」が公表さ

れ、安全性に関する総合評価は一次評価と二次評価により行うこととされたところです。 

これらを受けて、原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、安全委員会に対し、

同月１５日と昨日の二度にわたり評価手法及び実施計画案を報告し、昨日安全委員会の了承

を得ました。 

つきましては、貴社に対して、別添の「東京電力株式会社福島第一原子力発電所における

事故を踏まえた既設の発電用原子炉施設の安全性に関する総合的評価に関する評価手法及

び実施計画」に基づき、発電用原子炉施設の安全性に関する総合的評価を行い、その結果に

ついて、当院に対して報告することを求めます。 

なお、当院は報告内容を確認した後、安全委員会に報告し、その妥当性の確認を求めるこ

ととしています。 

添付資料 




















